
平成２９年度 地域ケアプラザ事業実績評価 

施設名 指定管理者名 評価 評価内容 

上飯田 

地域ケアプラザ 

社会福祉法人 

公正会 
Ａ 

（地域活動・交流） 

・関係団体と良好な関係が築けており、協力し

て事業を行うことができています。また、利用

団体等の支援に丁寧に取り組んでいます。 

・新規に企画したイベントでは、地域での多世

代交流の機会を作ることができました。 

 

（生活支援） 

・高齢者の食事会の送迎をケアプラザの車両を

使って行う移動支援の取組は、区の中でも先駆

的な取組として開始し、定期的に実施すること

ができています。 

 

（地域包括支援センター） 

・地域のインフォーマルサービスを把握し、個

別に適切に情報提供、紹介しています。 

・地域ケア会議等を利用してネットワーク構築

と支援体制づくりを検討しており、今後に期待

します。 

下和泉 

地域ケアプラザ 

社会福祉法人 

横浜市社会福祉協議会 
Ｓ 

（地域活動・交流） 

・地域の活動や各種団体の会議等に積極的に参

加し、良好な関係を築きながら身近な地域での

活動の場の拡大及び担い手の確保に努めてい

ます。 

また、施設運営等に関する利用者の意見を館

内に掲示するとともに、その後ケアプラザとし

て対応できたものをわかりやすく情報提供す

るなど、利用者と一体となった施設運営を行っ

ています。 

 

（生活支援） 

・定期的な移動スーパーの実施や社会福祉法人

と連携した高齢者サロンの送迎活動など、様々

な取組が形になってきています。 

 

（地域包括支援センター） 

・様々な機会をとらえて、地域へ出向き、５職

種で情報共有を行っています。 



・毎年１回 民生委員とケアマネジャーとの交

流会を実施し、顔の見える関係の構築を丁寧に

行っています。 

踊場 

地域ケアプラザ 

社会福祉法人 

神奈川県匡済会 
Ａ 

（地域活動・交流） 

・ホームページや受付端末を活用して情報をわ

かりやすく提供しており、高い利用率を維持し

ています。 

・場所を利用してもらうだけではなく、地域や

団体同士がつながるきっかけ作りに積極的に

取り組んでいます。 

 

（生活支援） 

・エリアが広く町内会数も多い中で情報の収集

に努め、ケアプラザ Webサイトの情報を充実さ

せることができています。 

 

（地域包括支援センター） 

・１年を通して職員に欠員が生じています。 

・地域実態の把握では、統計データーなどから、

口腔ケアが弱い等地域の実態を把握されてい

ました。 

・介護者懇談会を毎月開催し、家族が抱えてい

る介護への負担や不安について、必要なサービ

スについての情報提供や相談支援が行えてい

ます。 

いずみ中央 

地域ケアプラザ 

社会福祉法人 

横浜市福祉サービス協会 
Ｓ 

（地域活動・交流） 

・地域の行事や団体の会合等に積極的に参加

し、情報共有・調整を行いながら、高齢者向け

だけでなく、多世代交流や障害者支援にも積極

的に取り組み、幅広い事業展開ができていま

す。 

また、エリア内の小中学校と連携し、総合学

習の一環として、ケアプラザの機能や役割につ

いて周知するなど、福祉教育の推進に寄与して

います。 

 

（生活支援） 

・担い手不足という課題に対して、積極的に他

のケアプラザとの合同事業の企画を進めてお

り、参加者が別のボランティア活動につながる



など広がりも出ています。  

 

（地域包括支援センター） 

・精神障害者の家族による家族学習会を 5回コ

ースで開催しました。高齢者だけでなくいろい

ろな問題を抱えた対象者に対して地域で支援

を進められるよう実践しています。 

新橋 

地域ケアプラザ 

社会福祉法人 

開く会 
Ａ 

（地域活動・交流） 

・要望も踏まえながら、子どもや男性などケア

プラザの利用が少ない層に興味を持ってもら

えるような事業を企画・実施し、様々な地域の

関係団体の協力を得ながら事業を行っていま

す。また、地域活動の後方支援を積極的に行い、

エリア内の活動の活性化に努めています。 

 

（生活支援） 

・企画した講座から、区民主体で居場所、移動

支援の取組が立ち上がるように上手にコーデ

ィネートできています。 

 

（地域包括支援センター） 

・１年を通して職員に欠員が生じています。 

・認知症カフェのボランティアを発掘し、カフ

ェの立ち上げに向けて支援していました。 

いずみ野 

地域ケアプラザ 

社会福祉法人 

横浜市福祉サービス協会 
Ａ 

（地域活動・交流） 

・昨年度の開所後、継続してケアプラザ機能の

周知に努め、地域の実情やニーズをふまえて、

様々な属性の方を対象とした多くの事業を展

開しています。 

また、多世代交流を目的としたネットワーク

づくりに携わるとともに、ケアマネージャーと

民生委員との連絡会を開催するなど、エリア内

での様々なネットワークの構築に取り組んで

います。 

 

（生活支援） 

・各事業やサロン等へのヒアリングをケアプラ

ザ全体で協力して実施しており、情報の共有化

が図られています。 

・ニーズの把握も進められていますので、今後



収集した情報を基に、具体的な検討が進むこと

を期待しています。 

 

（地域包括支援センター） 

・地域の相談や対応から、認知症の方が気軽に

立ち寄れるサロンを立ち上げました。 

・「若い世代へ高齢者の問題を考えてもらう」

ことをテーマに地域の課題に取り組んでいま

す。 

※評価の基準は区によって異なります。 
 

【評価の考え方】 

評価 内容 

Ｓ ・特筆すべき実績・成果が認められ、事業の実績が優良な施設 

Ａ ・事業の実績が良好であった施設 

Ｂ ・改善の必要性が多数認められ、事業の実績が良好でない施設 

 


